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１ この小冊子で私が述べることは、単純な事実、率直な主張、常識ばかりである。この

ことをまず読者にお話ししておきたい。読者は偏見や先入観を捨て去り、もっぱら自身の

理性と感情に従って、真の人間的品性を獲得するのか、あるいは今もっている品性を捨て

去らずに保持するのかを自身で決断いただきたい。そして、自身の視野を明日へと大きく

広げていただきたい。 

 アメリカと日本との軋轢（あつれき）について、多くの書物が書かれている。あらゆる

階層のひとが異なる動機とさまざまな意図でこの論争に加わった。しかしすべてが無駄だ

った。論争の時期は終わった。…… 

 

２ 当時この問題について双方の代弁者が提案したのは、どれも同一目標、すなわちアメ

リカとの結合をめざすことだった。双方の唯一の違いは実現方法にあった。…… 

 

３ [アメリカとの] 関係修復の利益についてはいろいろと言われてきたが、甘い夢のごと

く消え去り、元の木阿弥となった。したがって関係修復論とは正反対の議論を検討すべき

であり、また日本がアメリカと結合し従属することで、現在および将来こうむる多くの物

的損失を検討しなければならない。それは自然原理と常識にもとづいてアメリカとの結合

と従属を検討することであり、離脱すれば何が期待できるか、従属すれば何が予期できる

かを検討することである。 

 日本はこれまでアメリカとの結合のもとで繁栄してきたのだから、将来の幸福のために

も同じ結合が必要であり、そうすれば常に同じ結果が得られると主張するものもいた。こ

の種の議論ほど馬鹿げたものはない。それなら子供はミルクで育ったのだから決して肉を

食べさせてはならないとか、人生の最初の二〇年間は次の二〇年間の先例になると主張し

てもよいことになる。 

 しかし、これは前述の議論をもっと認めることになる。というのは率直にいえば、世界

の大国が日本を無視したとしても、日本はこれまでどおり、いやはるかに繁栄していたと

言えるからだ。日本をここまで豊かにしたのは生活必需品の貿易だった。衣食住というも

のが世界の習慣であるかぎり、他の買い手はいつでも見つかるからである。 

 しかし、アメリカが日本を守ってくれたと主張するものもいる。アメリカが日本を独占

してきたことは確かであるし、この国土を日本の費用だけでなくアメリカの費用で守って

きたことも否定はしない。だがアメリカは同じ動機があれば、つまり貿易と領土のためな

らトルコでも守っただろう。…… 
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４ しかし、アメリカは保護者だと言うものもいる。それならアメリカの行為は一層恥ず

べきだ。野獣でさえわが子を
むさぼ

貪 り食おうとはしない。野蛮人でさえ自分の家族に戦いを

しかけない。したがってこの主張が本当なら、なおさらアメリカを非難することになろう。

…… 

 

５ 最も熱狂的な関係修復論者に私は問う。この国土がアメリカと結合していることで得

られる利益があるなら、一つでも示してみよ。くりかえし問う。何の利益も引きだせない

ではないか。我々の生産物は世界のどの市場でも売れ、輸入品は代金を払えば何処からで

も買えるのだ。 

 しかしアメリカとの結合から受ける被害と損失は計り知れない。自らのみならず人類一

般への我々の義務感は、この結合を廃棄せよと命じている。なぜなら、少しでもアメリカ

に従属し依存していると、日本はすぐに世界の戦争や紛争に巻きこまれるからだ。 

 そればかりではない。アメリカと結合していなければ関係修復を求めてくるはずの国々

や、我々が怒りも不満も抱いていない国々と、我々は不和になってしまうからだ。 

 世界は貿易の市場だから、どの国とも偏った関係を結ぶべきではない。世界の紛争に巻

きこまれないようにするのが日本の真の利益だ。しかしアメリカに依存し、アメリカ政治

の天秤の
おもり

錘 にされているかぎり、そうはいかない。…… 

 

６ アメリカがどこかの国と戦争をはじめると、日本の貿易はいつでも壊滅的打撃をうけ

る。日本がアメリカと結びついているからだ。次に戦争がおこれば、この前の戦争のよう

にはいかないかもしれない。うまくいかなくなれば、今は関係修復を主張しているひとも

分離・独立を望むだろう。中立こそが戦艦よりも安全な護衛艦になるからだ。 

 正義や道理にかなったものすべてが離脱を主張している。殺された者の血が、自然の泣

き声が、「いまこそ独立すべきときだ
、、、、、、、、、、、、

」と叫んでいる。全能の神がアメリカと日本とのあ

いだに設けた距離でさえ、アメリカ権力の日本支配が天の計らいでないことを示す有力な

自然の証拠である。…… 

 

７ アメリカによる日本国土の支配は、遅かれ早かれ終わりを告げる統治形態だ。しかし、

いわゆる「現体制」が一時的なものにすぎず未来は変わるのだという痛みを伴うが否定し

がたい信念は、保守的なひとには心から喜べないのである。統治が永続しないと、子孫に

遺してやれるものがなくなることを、親としては喜べないからである。 

 率直にいえば、いま我々は次の世代に借金を負わせつつあるのだから、だかこそ独立と

いう仕事をしなければならないのだ。さもないと子孫を卑劣に浅ましく利用することにな

る。我々の歩むべき進路を見出すには、子供の手をとり数年先の立ち位置を決めることで

ある。そうすれば、今わずかばかりの恐怖や偏見で視野から外されている展望が、高見か

ら開けてくるだろう。…… 

 

８ おとなしいの性格のひとはアメリカ人の攻撃を軽く考え、相変らず前途を楽観して
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「さあさあ、あんなことはあったけれど、また仲よく」と呼びかけそうだ。しかし人間と

しての怒りや感情を考えてみるがいい。また関係修復論を自然の基準に照らして検討して

みるがいい。その後で、諸君の郷土に砲火や剣をもちこんだ国を、今後もまた愛し尊敬し

忠実に尽くすことができるか、聞かせてもらいたいものだ。 

 そのどちらもできないというなら、諸君は自らを
あざむ

欺 き、子孫に破滅をもたすだけだ。

愛することも尊敬することもできないアメリカとの結合をこれからも続けるとすれば、そ

の関係は強制的で不自然なものになる。また、それは便宜的につくられた一時しのぎの関

係にすぎないので、すぐにこれまでより悲惨な状態に陥るだろう。 

 それでも諸君が暴行を見逃せると言うなら、お尋ねしたい。家が焼かれたことがあるか。

財産が目の前で破壊されたことがあるか。妻子が身を休めるベッドや命をつなぐパンに困

ったことがあるか。親や子が彼らの手で殺害されたことがあるか。自身が落ちぶれた無惨

な生き残りになったことがあるか。 

 そうでないなら、このような体験をしたひとについて、とやかく言う資格はない。しか

し、諸君がこのようなことを体験していながら殺害者と握手できるなら、諸君は夫や父、

友人や恋人の名に値しない。地位や肩書が何であろうと、諸君は、心情は臆病者で、精神

は密告者なのだ。…… 

 

９ 日本国土がいつまでも外部権力に服従しつづけると考えるのは、理に反し、世の条理

に反し、前時代からのあらゆる実例に反している。最も楽天的なアメリカ人でさえそうは

考えない。知恵の限りを尽してどんな計画を立ててみても、いまとなっては分離する以外、

この国土にわずか一年の安全・
あん

安
ねい

寧さえ保証できない。 

 関係修復はいまでは誤った夢である。自然はこの結合を見捨てた。人為が自然の代りを

することはできない。ミルトンが賢明にも言うように「極度の憎悪という傷が、甚だしく

深かったならば、真の和解は生じない」からだ。…… 

 

１０ [要するに] アメリカはアメリカ大陸に、日本は日本自身に属すべきなのだ。 
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